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12月定例議会の内容をわかりやすくお伝えします。

議会だより
だいせん 67号



の陳情を採択
　12月定例会を12月６日から21日までの16日間の会期で開きました。
　給食費無償化を求める陳情「子育てと教育の経済的負担軽減を求める要望書」は採決の結果、
９対６で採択となりました。(関連6, ７ページ)
　そのほか、本年度一般会計補正予算など28議案、請願・陳情３件、議員発議２件などを原
案どおり可決しました。
　また、副町長の人事案件があり、吉尾啓介氏（御来屋出身）を新副町長として承認しました。

ワクチン追加接種
新型コロナワクチン3回目接種にかかる

費用を増額する。（関連9ページ）
2740万円

野良猫不妊・去勢手術費補助金
追加の申し込みがあり手術費の

助成を行う。（関連9ページ）
８万円
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12 月
定例会 給食費無償化
補正予算の
主 な 事 業

さざんか台団地造成事業
団地の隣接地および町有地に宅地の

供給を行う。（関連5、10ページ）
605万円

生活想像館北側法面補強工事
７月豪雨災害による北側駐車場法面

崩れの復旧工事を行う。
614万円

使用済み紙おむつ回収ボックス
保育所において使用済みの紙おむつの

回収ボックスを設置する。
68万円
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一般会計補正予算 質 疑

【
吉
原
議
員
】
増
設
中
止

に
関
し
て
、
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
も
２
階
の
飲

食
ス
ペ
ー
ス
を
障
が
い

者
も
利
用
し
や
す
い
よ

う
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
つ
け
て
計
画
を
進
め

て
は
ど
う
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】
将
来

的
に
新
た
な
施
設
を
、

港
内
に
整
備
し
て
、
１

階
に
飲
食
店
を
設
け
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

お
魚
セ
ン
タ
ー

大山の魅力をYouTubeで配信大山の魅力をYouTubeで配信

観光客に人気のお魚センター観光客に人気のお魚センター

討質
論疑

議
案
の

12月定例会

チェックチェックしますします
【
門
脇
議
員
】
名
和
小
学

校
で
は
、
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト

（
マ
イ
ク
が
搭
載
さ
れ
た

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
や
イ
ヤ
ホ

ン
の
こ
と
）
と
プ
リ
ン

タ
ー
の
整
備
予
算
が
組

ま
れ
て
い
る
が
、
他
の

小
学
校
で
は
す
で
に
整

備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
幼
児・学
校
教
育
課
長
】

名
和
小
学
校
が
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
鳥
取
授

業
改
革
推
進
事
業
の
実

施
校
と
し
て
県
の
指
定

を
受
け
た
の
で
、
必
要

な
備
品
を
購
入
す
る
。

　
他
校
で
の
整
備
は
ま

だ
し
て
い
な
い
。

　

今
後
、
取
り
組
み
の

状
況
、
成
果
な
ど
を
見

な
が
ら
検
討
を
し
て
い

く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

【
近
藤
議
員
】
大
山
チ
ャ

ン
ネ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
委
託
料
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

【
総
務
課
長
】
費
用
対
効

果
が
な
か
な
か
認
め
ら

れ
な
い
の
で
、
今
年
度

は
休
止
し
、
減
額
し
た
。

　
委
託
業
者
か
ら
は
自

主
事
業
と
し
て
、
大
山

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組
な

ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
し
た
い
と
い
う
提
案

が
あ
っ
た
の
で
、
今
後

ま
た
再
開
の
予
定
だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
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【
近
藤
議
員
】
さ
ざ
ん

か
台
団
地
に
新
規
用
地

を
造
成
す
る
に
あ
た

り
、
造
成
費
な
ど
事
業

総
額
は
。

　

ま
た
、
平
米
１
万 

７
０
０
０
円
の
分
譲
予

定
価
格
は
ナ
ス
パ
ル
タ

ウ
ン
に
比
べ
て
も
高
い

の
で
は
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
事
業
総

額
は
４
６
０
０
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。

　
計
画
面
積
、
総
事
業

費
に
対
し
て
考
慮
す
る

と
平
米
１
万
７
０
０
０

円
を
考
え
て
い
る
が
、

事
業
費
を
精
査
し
て
い

く
な
か
で
価
格
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

中
山
地
区
の
新
規
造
成
地

新しい宅地造成予定地新しい宅地造成予定地

特別会計補正予算 質 疑

【
西
本
議
員
】
酸
素
濃

縮
器
の
利
用
目
的
と
増

額
の
理
由
は
。

【
健
康
対
策
課
長
】
呼

吸
器
疾
患
の
あ
る
人
が
、

在
宅
で
使
用
す
る
も
の
。

当
初
１
件
を
見
込
ん
で

い
た
が
３
件
に
な
っ
た
。

酸
素
濃
縮
器

投てきの囲いを撤去する投てきの囲いを撤去する

【
池
田
議
員
】
円
盤
や

ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
投
て

き
囲
い
を
撤
去
す
る
こ

と
で
、
現
在
公
認
制
度

４
種
を
持
つ
名
和
陸
上

競
技
場
は
ど
う
な
る
の

か
。

【
社
会
教
育
課
長
】
競

技
で
の
使
用
が
全
く
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、

小
中
学
生
の
利
用
を
中

心
に
変
更
し
て
い
る
。

新
し
く
作
ら
れ
る
４
種

ラ
イ
ト
で
の
認
定
更
新

を
考
え
て
い
る
。

名
和
競
技
場

【
大
森
議
員
】
家
計
急

変
世
帯
が
約
３
０
０
世

帯
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
漏
れ
な
く
申
請
し

て
も
ら
う
た
め
に
周
知

の
方
法
な
ど
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
周

知
方
法
に
つ
い
て
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
防

災
無
線
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
周
知

す
る
。

　
他
に
も
社
協
の
生
活

福
祉
資
金
の
貸
付
窓
口

な
ど
で
、
実
際
の
現
場

で
の
案
内
を
考
え
て
い

る
。

【
門
脇
議
員
】マ
ン
ホ
ー

ル
の
ふ
た
は
通
常
壊
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
と
思
う
が
、
修
繕
の

理
由
は
。

【
水
道
課
長
】
町
民
の

通
報
や
維
持
管
理
業
か

ら
の
点
検
で
の
報
告
が

あ
り
、
ふ
た
と
本
体
と

の
接
続
が
腐
食
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ガ
タ
つ
き
が
あ
り
、

車
両
や
歩
行
者
の
往
来

時
に
危
険
が
伴
う
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

改
修
・
修
繕
し
て
い
く
。

臨
時
特
別
給
付
金

マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
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みなさんからのみなさんからの請願・陳情請願・陳情はこうなりましたはこうなりました

題名 請願者 請願の趣旨 委員会の意見・結果 本会議
採決結果

沖縄県戦没者の遺
骨を含む土砂を埋
め立てに使用しな
いことを国に要請
することを求める
請願

沖縄県那覇市泊

沖縄戦遺骨収集
ボランティア

「ガマフヤー」
　代表

具志堅 隆松

　沖縄の辺野古新基
地建設に際して、沖
縄戦の戦没者の遺骨
などが混入した土砂
を埋立てに使用しな
いよう、国に要請し
てほしい。

（総務常任委員会）
　沖縄戦に本町出身兵士が参戦した記
録があり、彼らの遺骨が存在する可能
性がある。人道的見地から使用しない
ことを求めたい。
　一方、本町の公益に直接かかわる事
件ではないので、取り上げるべきでは
ないとの意見もあった。
　採決の結果、採択3 不採択1で採択
すべきものと決した。

採択

題名 陳情者 陳情の趣旨 委員会の意見・結果 本会議
採決結果

塩津川の改修に関
する陳情

鳥取県西伯郡
大山町塩津

大山町塩津部落
　区長

高見 敬治

　豪雨時、下流域に
繰り返し被害を発生
させている塩津川の
河川改修をしてほし
い。

（経済建設常任委員会）
　上流地域の環境（小・中学校や家
屋・工場の建築など）が変わり、大雨
時、当時なかった水害が発生するよう
になった。
  流下能力を高めるための、河川改修
の必要性を現場視察した委員会として
も強く感じた。
　採決した結果、全会一致で採択すべ
きものと決した。

採択

少子化対策として
子育てと教育の経
済的負担軽減を求
める要望書

鳥取県西伯郡
大山町末長

浅田 沙也香
(他　6名)

　少子化対策や大山
町の魅力を高めるた
めの施策として、小・
中学校の給食費補助
額を全額補助として
ほしい。
　また、少子化対策
として、子育てと教
育の経済的負担軽減
をさらに進めてほし
い。

（教育民生常任委員会）
　子育て世代の負担軽減については、
就学支援制度の周知をはかることで対
応出来るという意見や、新年度予算の
編成が定まっていない状況では判断で
きないという意見があった。また、給
食費無償化の予算についても、事業単
体ではなく、予算編成全体のなかで議
論すべきとの意見も出された。
　採決の結果、採択2 不採択3で不採
択すべきものと決した。

採択

保育所等の最低基
準（職員配置・面
積基準）と、保育
士の処遇の抜本的
な改善を求める意
見書の提出を求め
る陳情書

鳥取県東伯郡
湯梨浜町泊

鳥取の保育を
考える会
会長

石井 由加利

　コロナ禍で保育士
の負担も大きくなっ
ているなかで、保育
環境の改善や職員の
処遇改善を求める意
見書を国に対して提
出してほしい。

（教育民生常任委員会）
　本町において、よりきめ細かい保育
サービスの充実のために職員配置など
の基準改善の検討は意義のある事であ
る。
　採決の結果、採択4 不採択1で採択
すべきものと決した。

採択

●請願

●陳情

◎�町行政に意見や要望があるときは、どなたでも請願書や陳情書を議会に出すことができます。提出の方法など詳しくは議会
事務局へお問い合わせください。
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学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
求
め
、
町
民
１
７
４
１
人

の
署
名
を
添
え
て
陳
情
さ

れ
た
「
少
子
化
対
策
と
し

て
子
育
て
と
教
育
の
経
済

的
負
担
軽
減
を
求
め
る
要

望
書
」
は
、
12
月
21
日
の

本
会
議
で
、
賛
成
９
・
反

対
６
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
陳
情
は
、
担
当
す

る
教
育
民
生
常
任
委
員
会

の
審
査
で
は
、
賛
成
２
・
反

対
３
で
不
採
択
と
す
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
議

員
全
員
に
よ
る
本
会
議
で

の
採
決
で
は
異
な
る
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

　

陳
情
が
採
択
さ
れ
る
と
、

法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
議
会
は
そ
の
実
現
に

向
け
最
善
の
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

大
森
議
員

　

給
食
費
が
全
額
助
成
と

な
れ
ば
保
護
者
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
軽
減
と
な
る
。

教
材
費
や
修
学
旅
行
費
な

ど
の
助
成
も
含
め
て
、
こ

れ
ら
の
子
育
て
支
援
政
策

は
少
子
化
対
策
に
一
定
の
効

果
が
期
待
で
き
る
。
財
源

も
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

か
ら
十
分
捻
出
で
き
る
。

　

こ
の
陳
情
に
は
、
町

人
口
の
1
割
に
あ
た
る

１
７
４
１
人
の
賛
同
者
が

あ
り
、
重
み
が
あ
る
。

岡
田
議
員

　

子
ど
も
は
社
会
の
宝
と

し
て
社
会
全
体
で
育
て
て

い
く
べ
き
だ
。
本
来
な
ら

幼
児
か
ら
大
学
ま
で
、
教

育
費
用
を
国
が
負
担
す
る

べ
き
だ
が
、
ま
ず
は
各
自

治
体
で
支
援
を
し
て
負
担

を
軽
減
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。

大
原
議
員

　

給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て
、
教
育
環
境
の
充
実
や

高
齢
者
福
祉
の
問
題
と
比

較
し
て
、
ど
れ
が
先
か
と

い
う
議
論
が
あ
る
が
、
財

源
が
許
す
限
り
ど
れ
も
や

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
町
の
将
来
を
考
え
る
と
、

い
ま
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
な
い
と
、
町
が
成
り

立
っ
て
い
か
な
い
。

　

米
子
に
出
て
い
っ
た
若

い
世
代
を
、
い
か
に
本
町
へ

戻
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
大

切
な
切
り
口
だ
。

西
本
議
員

　

給
食
費
無
償
化
に
は
賛

成
し
か
ね
る
が
、
１
７
０
０

人
の
住
民
が
汗
を
流
し
て

集
め
た
声
を
、
こ
の
陳
情

審
議
の
段
階
で
ス
ト
ッ
プ

す
る
必
要
は
な
い
と
考
え

る
。

　

今
後
、
給
食
費
無
償
化

の
案
が
執
行
部
か
ら
出
て

き
た
際
に
、
他
の
案
と
一
緒

に
、
テ
ー
ブ
ル
に
全
部
載

せ
た
上
で
し
っ
か
り
検
討

す
れ
ば
良
い
。

　

今
回
は
、
民
意
を
受
け

止
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
陳

情
を
採
択
し
た
い
。

小
谷
議
員

　

国
の
税
や
社
会
保
障
の

仕
組
み
が
若
い
世
代
に
不

利
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
子
育
て
世
代
に
対
し
て

の
手
厚
い
支
援
は
必
要
だ
。

　

た
だ
し
、
今
後
の
予
算

審
議
に
お
い
て
は
、
他
の

事
案
も
ふ
く
め
て
、
優
先

順
位
を
し
っ
か
り
検
討
し

た
う
え
で
賛
成
か
反
対
か

を
考
え
た
い
。

　

給
食
費
無
償
化
の
よ
う

に
お
金
を
配
る
よ
り
も
、
例

え
ば
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
学
校
に
通
え
る
体
制
づ

く
り
、
部
活
動
に
関
す
る

こ
と
、
放
課
後
の
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
は
、

各
家
庭
単
位
で
は
解
決
し

に
く
い
課
題
で
あ
る
た
め
、

税
金
の
使
い
道
と
し
て
優

先
順
位
は
高
い
と
考
え
る
。

近
藤
議
員

　

本
町
で
は
、
保
育
料
の

無
償
化
や
高
校
生
の
通
学

費
助
成
な
ど
、
子
育
て
の

経
済
的
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
給

食
費
も
、
半
額
助
成
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
以
上
の
軽
減

策
に
つ
い
て
は
国
の
施
策

と
し
て
進
め
ら
れ
る
べ
き

も
の
だ
。

　

他
に
も
、
出
産
前
後
の

妊
婦
ケ
ア
の
充
実
、
乳
幼

児
の
育
児
支
援
、
学
童
保

育
の
環
境
整
備
、
ス
ポ
少

や
部
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
、
予
算

が
確
保
で
き
な
い
と
い
う

理
由
で
、
後
回
し
に
な
っ
て

い
る
施
策
も
あ
る
。

　

給
食
費
無
償
化
を
必
要

と
す
る
困
窮
世
帯
に
は
、
就

学
援
助
制
度
が
あ
る
。
も
っ

と
本
制
度
の
周
知
を
は
か

り
、
使
い
や
す
い
制
度
に

し
て
い
く
べ
き
だ
。

野
口
議
員

　
本
町
で
は
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
お
金
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教

育
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、

大
山
西
小
の
校
庭
の
整
備

な
ど
、
ま
だ
投
資
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

先
に
片
づ
け
て
か
ら
で
な

い
と
、
給
食
費
無
償
化
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

大
杖
議
員

　

将
来
の
本
町
を
支
え
る

よ
う
な
愛
情
豊
か
な
人
格

形
成
の
た
め
に
、
教
育
環

境
改
善
の
た
め
の
議
論
を

先
に
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。

賛
成�

意
見

反
対�

意
見

採
択
に
賛
成
多
数

採
択
に
賛
成
多
数

給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
陳
情

給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
陳
情
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12月定例会

常任委員会の活動
総務 常任委員会

ふるさと納税

企画課

🆀�寄付金の現状は。
🅰�７つのインターネットサイ

トで募集している。令和元
年度、２年度と増加してい
るが不安定な財源である。
今後は４億5000万円をめ
ざして行きたい。

地域交通

企画課

🆀�デマンドバス利用が減って
いるが。
🅰 デマンドバスは各集落でバ

ス停が決まっている。バス
停の見直しは常に行って 
いる。

劣化したマンホールの説明を受ける

御崎処理区・金屋東農業集落排水

　12月8日、10日、13日
の３日間、所管する各
課から令和３年度一般
会計補正予算ほか事業
の説明を受け、審査し
た。
 12月13日には中山第
2配水池や金屋東マン
ホールの現地視察を行
い、マンホールポンプ
親子ぶた修繕箇所の現
状を確認した。

ネット配信委託料 債権管理

総務課 税務課

🆀�大山チャンネルのネット配
信事業を令和３年度は取り
やめた理由は。
🅰��伸びている動画もあるが、

視聴回数が伸び悩んだため。
今後は、受託者の自主事業
として配信は継続される予 
定だ。

🆀�債権放棄を議会の議決なく
行う理由は。
🅰�個人情報が記載された私債

権の放棄議案を上程するこ
とは適切ではない。回収見
込みのないものは町長の権
限で債権放棄できるように
し、業務の効率化をはかる。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを
分担し、より詳細な審査を行っています。

消防施設費

総務課

🆀�令和4年度以降の補助率は。
🅰 �3/4 補助は令和 3 年度で終

わりとなる。令和 4 年度か
らは補助率は 1/2 に戻る。

勢いよく出初式勢いよく出初式
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教育民生 常任委員会

遊具の管理

野良猫不妊去勢手術

新型コロナワクチン

介護給付費 学校事務の効率化

子育てサポート

社会教育課

住民課

健康対策課

福祉介護課 幼児・学校教育課

こども課

🆀�名和トレーニングセンター
のアスレチック（遊具）の
今後の管理は。
🅰�設置当時とは安全基準が変

わっており、個々の遊具の
状態も見つつ、更新などに
ついては今後検討する。

🆀�野良猫の捕獲などの方法に
ついて地域との連携状況は。
🅰�町報などで周知をしている。

また、捕獲機の貸し出しも
無料で行なっているので相
談してほしい。

🆀�追加接種（３回目）の今後
のスケジュールは。
🅰�医療従事者などから順次接

種券の発送をし、高齢者（65
歳以上）は、２月８日から集
団接種を行う予定となって
いる。

🆀�居宅介護サービス給付費に
ついて増額の背景は。
🅰�令和３年度介護報酬改定に

より単価増などが要因と
なっている。また、訪問看
護の利用回数が増加してい
る。

🆀�共同学校事務室設置の目的
は。
🅰�令和４年度から県下で実施

される。学校の事務作業を
より円滑に行うことを目的
として、設置される事務室
である。

🆀�ペアレントサポートプログ
ラムの実施状況は。
🅰�３歳から未就学までの子ど

もを育てる保護者が対象で
ある。開始後３年間で、延
べ138人が講座に参加した。

水はけの悪いグラウンドを視察

大山西小学校のグラウンド

　12 月８日から 10 日、
13 日、14 日の５日間、
所管する各課から令和
３年度一般会計補正予
算ほか事業の説明を受
け審査した。
　14 日には大山西小学
校のクラス見学と、学
校運営についての意見
交換や排水対策など改
修が課題となるグラウ
ンドの現状確認、また、
駐車場管理体制が新た
になる中高ふれあいセ
ンターなどの視察を行
い、今後の対応につい
て確認をした。
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経済建設 常任委員会

大雨でたびたび増水する河川を視察

塩津集落付近の塩津川

　12月８日、９日、10日、
13日の４日間、所管す
る各課から令和３年度
補正予算ほか事業説明
を受け審査した。
　12月10日には、中山
第２配水池新設工事現
場で説明を受けた。ま
た、塩津川の災害現場
で現状と課題を聞いた。
塩津川の改修の必要性
を理解した。

RMI 工法

宅地造成

お魚センター改修

スキー誘客事業 非農地の推移

フォーラムなかやま

水道課

建設課

農林水産課

観光課 農業委員会

地籍調査課

🆀�新しい改修方法の概要は。
🅰�下水道やマンホールなどの

管理・改修工事で、発生す
る硫化水素に強い材料で行
う新工法である。工期の短縮
や事業費の軽減を見込んで
いる。

🆀�さざんか台団地宅地造成事
業の概要は。
🅰�団地の隣接地および町有地

に11区画程度供給する。
　 令和３年度に用地買収し、

４年度に第１期として５区画
を造成し、販売予定である。

🆀�計画の見直しの概要は。
🅰�コロナ対策と製造室整備の

ため25㎡増築の予定だった
が、法律上エレベーターの
設置が必要となり断念した。
今後は1階処理室を給食への
食材供給や切り身加工がで
きるよう改修する。

🆀�町民対象のスキー誘客事業
の概要は。
🅰�18歳以上を対象に、スキー

場リフト券の購入補助を行
い、だいせんホワイトリゾー
トへの誘客をはかる。初回
は半額、2回目は無料とする
2段階の補助を行う。

🆀�町内の非農地が増加した理
由は何か。
🅰�航空写真を分析して、農地

パトロールを強化した結果、
山間地を中心に増加した。

🆀�遊具改修の概要は。
🅰�ユニバーサルデザインに配

慮し、住民の意見を聞きな
がら車椅子など身障者の利
用も見越した遊具の設置予
定となっている。
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ページ 質　　問　　事　　項 質問議員

12 １．特定空き家対策は
２．学校給食における食物アレルギーは 杉谷　洋一

13
１．どう活かしているか、日本遺産指定「地蔵信仰が育
んだ日本最大の大山牛馬市」

２．SDGs持続可能な町づくりには
大杖　正彦

14 １．人口減少の影響などについて
２．アフターコロナの観光振興について 門脇　輝明

15 １．農産物加工場の活用は
２．デマンドバスに使われていた車の活用は 池田　幸恵

16 １．地域公共交通の改善は
２．大山町の公共施設再配置計画を問う 吉原　美智恵

17
１．保育所での愛着形成について
２．漁業振興について
３．駅舎と観光について

近藤　大介

18 １．基幹システムとDX推進について
２．UターンIターンについて 豊　哲也

19 １．部活動の今後のあり方は
２．子どもたちの放課後の居場所は 小谷　英介

20 １．子育て支援策（学校給食費の無償化）の推進を
２．特別障害者手当の制度周知を 大森　正治

21
１．少子化対策について
２．農業後継者対策について
３．河川の保全について

大原　広巳

22 １．人口減少が止まらない　施策の見直しは
２．子どもの権利を守るために 岡田　聰

23 １．サザエ・アワビの産地としての自覚はあるか
２．町長が目指すところ 西本　憲人

24 １．��アフターコロナを見据えた、本町における持続可能
な発展と将来ビジョンについて 森本　貴之

議事録は、議会事務局議事録は、議会事務局
や議会ホームページでや議会ホームページで
閲覧できます。閲覧できます。

あなたの� を町政町政に声声
13人が町長・教育長に
一般質問を行いました。

◆一般質問とは◆一般質問とは
　議員の日常活動と調査研究、住民の声や
自身の考え方をもとに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

　お持ちのスマホやタブレットから、�
ＱＲコードを読み込むと、各議員の質問を
YouTube動画でご視聴いただけます。

2022年２月　議会だよりだいせん67号11

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

請
願
・
陳
情

委
員
会
報
告

一
般
質
問

臨
時
会
・
審
議
結
果

議
員
討
論
会

特
　
　
　
集

お
知
ら
せ



杉谷 洋一　議員杉谷 洋一　議員

【
杉
谷
】
給
食
は
、
重
要

な
教
育
の
場
で
あ
る
が
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
持
っ

て
い
る
児
童
生
徒
の
把
握

お
よ
び
給
食
時
間
の
対
策

は
。

【
教
育
長
】
就
学
時
健
康

診
断
票
や
保
健
調
査
票
な

ど
で
把
握
し
て
い
る
。

　
現
在
38
人
で
増
加
傾
向

に
あ
り
、
対
象
の
児
童
生

徒
は
別
メ
ニ
ュ
ー
で
対
応

し
て
い
る
。

【
杉
谷
】
原
因
に
な
る
食

材
別
の
分
析
や
対
策
は
。

【
教
育
長
】
医
師
の
診
断

に
も
と
づ
き
、
原
因
食
材

の
除
去
や
代
替
え
に
よ

り
、
個
々
に
対
応
し
た
ア

レ
ル
ギ
ー
食
を
提
供
し
て

い
る
。

【
杉
谷
】
保
護
者
と
学
校

と
の
連
携
は
。

【
教
育
長
】
学
校
生
活
管

理
票
な
ど
に
よ
り
、
保
護

者
と
養
護
教
諭
・
栄
養
教

諭
・
栄
養
職
員
が
面
談
し
、

緊
急
時
対
応
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。

【
杉
谷
】
生
命
に
危
険

な
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
の
事
例
と
エ
ピ

ペ
ン（
注
射
薬
）の
対
応
は
。

【
教
育
長
】
過
去
５
年
間

で
重
大
事
案
が
２
件
あ

る
。
エ
ピ
ペ
ン
を
学
校
で

保
管
し
定
期
的
に
職
員
研

修
を
し
な
が
ら
緊
急
時
対

応
に
備
え
て
い
る
。

心配な家屋

心を育む楽しい給食

特定空き家対策は

町長 空き家対策協議会で対応する

学
校
給
食
に
お
け
る

　
　
　
　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は

教育長

緊
急
時
対
応
の
体
制
を

　
　
　
　
　
　
　
整
え
て
い
る

【
杉
谷
】
風
や
積
雪
な
ど

に
よ
り
、
瓦
の
飛
散
や
建

物
の
倒
壊
な
ど
、
保
安
上

危
険
な
物
件
が
長
期
間
放

置
さ
れ
て
い
る
。

　
生
活
環
境
が
悪
化
し
、

集
落
で
問
題
化
し
て
い
る

が
、
特
定
空
き
家
の
実
態

把
握
は
。

【
町
長
】
現
在
11
件
を
認

定
し
て
い
る
。

【
杉
谷
】
集
落
か
ら
要
望

の
危
険
家
屋
の
対
応
お
よ

び
行
政
代
行
執
行
は
。

【
町
長
】
空
き
家
対
策
協

議
会
で
３
カ
月
ご
と
に
協

議
し
、
認
定
さ
れ
な
か
っ

た
物
件
な
ど
の
結
果
は
集

落
に
報
告
し
て
い
る
。
最

終
的
に
は
行
政
代
執
行
の

手
続
き
と
な
る
が
、
代
執

行
命
令
の
手
前
段
階
の
物

件
も
あ
る
。

【
杉
谷
】
周
辺
住
民
の
危

険
や
被
害
が
発
生
し
た
時

の
建
物
や
樹
木
の
対
応

は
。

【
町
長
】
集
落
代
表
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
で
対
応
し

て
い
る
。建
物
や
樹
木
も
、

そ
の
土
地
に
起
因
す
る
の

で
空
き
家
の
所
有
者
が
責

任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

【
杉
谷
】
住
民
の
生
活
に

危
険
な
物
件
に
対
し
、
集

落
な
ど
で
樹
木
の
伐
採
や

撤
去
な
ど
を
行
っ
た
と
き

の
補
助
金
は
。

【
町
長
】
検
討
し
て
い
る
。

動画はこちらから
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【
大
杖
】「
地
蔵
信
仰
が
育

ん
だ
大
山
牛
馬
市
」
は
観

光
業
を
基
幹
産
業
と
し
て

い
る
本
町
に
と
っ
て
、
何

十
年
先
ま
で
重
要
な
要
素

で
あ
る
。

　
日
本
遺
産
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
継
続
す
る
た

め
の
財
政
支
援
は
十
分

か
。

【
町
長
】
日
本
遺
産
を
活

用
し
た
地
域
活
性
化
ビ

ジ
ョ
ン
と
情
報
発
信
を
行

い
、
日
本
遺
産
と
関
連
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
誘
客
を
は
か
る

た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て

補
助
金
な
ど
予
算
づ
け
を

行
っ
て
い
く
。

【
大
杖
】
日
本
遺
産
を
含

め
た
観
光
振
興
を
生
か
し

た
本
町
の
未
来
を
ど
う
考

え
る
か
。

【
町
長
】
日
本
遺
産
を
活

用
し
た
大
山
の
観
光
振
興

を
こ
れ
か
ら
も
は
か
る
。

　
観
光
関
連
産
業
は
、
経

済
波
及
効
果
が
高
い
産
業

で
あ
り
、
今
後
と
も
、
観

光
関
連
産
業
の
発
展
を
促

進
し
な
が
ら
、
町
内
経
済

が
活
性
化
す
る
よ
う
に
努

め
た
い
。

【
大
杖
】
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い

う
言
葉
は
世
界
・
日
本
そ

し
て
私
た
ち
が
暮
ら
す
地

方
で
も
欠
か
せ
な
い
キ
ー

ワ
ー
ド
で
あ
る
。

　
自
然
の
恩
恵
を
受
け
る

本
町
で
誰
も
が
住
み
た

い
、
持
続
可
能
な
明
る
い

町
づ
く
り
を
ど
う
考
え
る

か
。

【
町
長
】
日
常
生
活
に
お

け
る
、
一
人
一
人
の
行
動

変
容
が
重
要
で
あ
り
、
町

民
に
対
す
る
啓
発
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
大
杖
】
自
然
に
恵
ま 

れ
た
本
町
で
は
、
自
然

循
環
原
理
の
炭
素
固
定 

（
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
）
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。
他
自
治
体
の
成
功
事

例
を
参
考
に
、
海
藻
の
農

業
用
肥
料
活
用
推
進
や
、

コ
ー
ヒ
ー
抽
出
カ
ス
活
用

で
牛
舎
環
境
改
善
な
ど
は

か
ら
な
い
か
。

【
町
長
】
ど
れ
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
考
え
方
に
通
じ
て
お

り
、
実
践
さ
れ
れ
ば
本
町

に
と
っ
て
も
非
常
に
効
果

が
高
い
と
思
う
。

　
関
係
す
る
事
業
者
や
民

間
の
団
体
で
取
り
組
む
こ

と
が
一
番
大
き
い
ポ
イ
ン

ト
と
思
う
の
で
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
は
、

し
っ
か
り
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

日本遺産は大山観光の柱

子孫に残したい美しい自然

本
町
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

町長

町
民
に
取
り
組
み
意
識
を
啓
発

日本遺産の観光成果は

町長 情報が全国に発信された大杖 正彦　議員大杖 正彦　議員

動画はこちらから
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門脇 輝明　議員門脇 輝明　議員

【
門
脇
】
こ
の
10
年
で
役

場
の
文
書
配
布
世
帯
数
が

10
％
以
上
減
少
し
た
集
落

が
全
集
落
の
お
よ
そ
４
分

の
１
あ
る
。

　
農
業
へ
の
影
響
は
。

【
町
長
】
集
落
に
お
い
て
、

農
業
の
担
い
手
が
減
少
す

る
こ
と
で
農
業
基
盤
の
維

持
管
理
が
難
し
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
今
後
は
人
・
農
地
プ
ラ

ン
実
質
化
の
取
り
組
み
な

ど
を
各
集
落
で
話
し
合
っ

て
も
ら
い
、
課
題
解
決
に

向
け
支
援
を
し
て
い
き
た

い
。

【
門
脇
】
人
・
農
地
プ
ラ

地域に広がる豊かな農地（高麗地区）

ン
実
質
化
の
取
り
組
み
に

向
け
た
各
集
落
の
話
し
合

い
は
、
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
か
。

【
町
長
】
59
集
落
で
実
質

化
に
向
け
た
工
程
表
が
組

ま
れ
、
う
ち
20
集
落
は
図

面
作
成
中
、
既
に
実
質
化

済
み
は
６
集
落
だ
。

　
今
後
も
実
質
化
の
推
進

に
59
集
落
を
回
り
た
い
。

【
門
脇
】
話
し
合
い
に
向

け
た
本
町
の
支
援
は
。

【
町
長
】
集
落
の
求
め
に

応
じ
て
、
農
林
水
産
課
が

相
談
に
乗
っ
て
い
き
た

い
。

【
門
脇
】
ス
キ
ー
場
維
持

の
た
め
に
、
人
工
降
雪
機

な
ど
を
高
性
能
な
も
の
に

改
修
す
る
な
ど
、
大
規
模

な
て
こ
入
れ
が
必
要
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
地
球
温
暖
化
の

影
響
に
よ
り
、
人
工
降
雪

機
を
稼
働
で
き
る
日
が
減

少
傾
向
に
あ
る
。
気
温
に

関
係
な
く
、
造
雪
が
で
き

る
人
工
造
雪
機
も
あ
る

が
、
年
間
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
多
額
と
な
る
。

　
昨
今
の
温
暖
化
に
よ
る

リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
大

規
模
な
て
こ
入
れ
は
現
実

的
で
は
な
い
。

【
門
脇
】
大
規
模
な
て
こ

入
れ
は
難
し
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
ス
キ
ー
場
を
ど

の
程
度
維
持
で
き
る
見
込

み
か
。

【
町
長
】
初
期
投
資
な
ど

で
あ
れ
ば
支
援
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
永
遠
に
出
し

続
け
る
の
は
不
可
能
だ
と

思
う
。

　
事
業
者
が
、
採
算
に
合

わ
な
い
と
判
断
を
さ
れ
れ

ば
、そ
こ
ま
で
か
と
思
う
。

　

今
後
、
継
続
し
て
ス

キ
ー
場
運
営
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
事
業
者
と

連
携
を
し
な
が
ら
、
環
境

改
善
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
。

人工降雪機で雪量の安定を

人口減少による
　　　�農業への影響は
町長 農業基盤の維持管理が

　　　　　　　　懸念される

ス
キ
ー
場
維
持
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
て
こ
入
れ
は

町長

事
業
者
と
連
携
し
て

　
　
　
　
　
　
改
善
を
は
か
る

動画はこちらから
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池田 幸恵　議員池田 幸恵　議員

【
池
田
】
名
和
農
業
者
ト

レ
セ
ン
と
逢
坂
農
産
物
加

工
場
の
利
用
手
法
に
違
い

が
あ
る
が
。

【
町
長
】
名
和
は
自
家
消

費
施
設
、
逢
坂
は
販
売
目

的
施
設
と
し
て
作
ら
れ
た

た
め
だ
。

【
池
田
】
食
品
営
業
許
可

制
度
に
よ
る
各
種
営
業
許

可
は
施
設
が
取
る
も
の
で

ハ
サ
ッ
プ
対
応
は
利
用
者

が
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
営
業
許
可
制
度

も
大
き
く
変
わ
り
、タ
レ・

ソ
ー
ス
・
ジ
ャ
ム
な
ど
が

密
封
包
装
食
品
業
の
１
つ

に
な
り
取
り
や
す
く
な
っ

た
。

　
名
和
加
工
場
で
営
業
許

可
を
再
取
得
し
な
い
か
。

【
町
長
】
名
和
加
工
場
の

施
設
目
的
が
元
々
販
売
目

的
で
な
い
。

【
池
田
】
本
町
の
総
合
計

画
に
も
町
産
品
を
加
工
品

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た

い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
許

可
が
な
け
れ
ば
作
る
場
所

が
な
い
。

　
町
民
が
挑
戦
で
き
る
場

所
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
担
当
課
に
指
示

し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
池
田
】
本
庁
舎
の
裏
に

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
電
気
自
動

車
が
駐
車
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
る
。

　
公
用
車
と
し
て
の
活
用

は
。

【
町
長
】
満
充
電
で
走
行

可
能
距
離
20
㎞
程
度
と
、

バ
ッ
テ
リ
ー
能
力
の
問
題

な
ど
で
活
用
が
難
し
い
。

　
現
在
売
却
に
向
け
手
続

き
中
で
あ
る
。

【
池
田
】
再
利
用
な
ど
の

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
町
長
】
有
効
活
用
も
考

え
た
が
、
劣
化
が
ひ
ど
く

断
念
し
た
。
部
品
取
り
用

な
ど
で
の
販
売
を
想
定
し

て
い
る
。

【
池
田
】
一
般
質
問
通
告

後
、
防
災
無
線
で
売
却
案

内
が
あ
っ
た
。
防
災
無
線

だ
け
で
は
、
公
平
に
内
容

が
伝
わ
り
に
く
い
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
町
報
な
ど
を

活
用
し
、
業
者
向
け
、
３

台
一
括
売
却
な
ど
正
確
に

伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
今
回
は
急
い
で

い
た
こ
と
も
あ
り
防
災
無

線
で
の
案
内
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
、
わ
か
り
や
す

い
発
信
に
つ
と
め
た
い
。売却を待つスマイル号

販売目的の
　　�加工品作りの場を
町長 検討を進めている

電
気
自
動
車
の
活
用
は

町長

売
却
に
向
け
手
続
き
中
で
あ
る

HACCP（ハサップ）とは
　製品の危険物質の混入に対
し、作業過程を整理・分析・
管理することでそのリスクを
減らす手法。
　生産物の衛生水準を守るた
めに必要な工程管理。

動画はこちらから
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【
吉
原
】
本
町
は
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、

運
転
免
許
が
な
く
て
も
移

動
に
困
ら
な
い
対
策
と
し

て
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
が
運

行
さ
れ
て
い
る
。

　
利
用
者
の
利
便
性
向
上

へ
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
バ
ス
の
乗
降
場

所
は
、
集
落
と
協
議
し
て

変
更
で
き
る
。

　
将
来
、
制
度
を
集
約
し

て
有
効
な
公
共
交
通
体
制

を
検
討
す
る
。

【
吉
原
】
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
料
金

が
高
い
こ
と
や
、
町
民
に

と
っ
て
使
い
づ
ら
い
交
通

手
段
で
あ
り
、
早
急
な
改

善
が
必
要
だ
。

【
町
長
】
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
す
た
め
に
、
移

動
手
段
の
確
保
は
重
要
で

あ
り
、
免
許
返
納
者
に
シ

ニ
ア
カ
ー
購
入
補
助
制
度

を
創
設
し
て
い
る
。

【
吉
原
】
今
、
公
共
交
通

に
関
し
て
の
法
律
も
変
わ

り
、
地
方
が
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
公
的
資
金
投
入
も
視
野

に
入
れ
、改
善
す
べ
き
だ
。

【
町
長
】
検
討
を
進
め
る
。

さらに使いやすくしてほしい

吉原 美智恵　議員吉原 美智恵　議員

地域公共交通の改善は

町長 有効な公共交通体制を
　　　　　　　　検討する

【
吉
原
】
こ
の
度
、
公
共

施
設
再
配
置
計
画
が
定
め

ら
れ
た
が
、
町
民
一
人
当

た
り
の
延
べ
床
面
積
は
全

国
平
均
の
３
・
25
倍
で
あ

る
。

　
削
減
目
標
が
30
年
間
で

20
％
と
言
う
数
字
は
妥
当

で
あ
る
か
。

【
町
長
】
３
町
合
併
に
よ

る
も
の
で
、
全
国
平
均
を

目
標
値
と
す
れ
ば
約
７
割

縮
減
す
る
必
要
が
あ
る
。

適
切
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

困
難
に
な
る
。

　
本
計
画
で
は
、
施
設
の

長
寿
命
化
や
、
維
持
管

理
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

20
％
は
妥
当
で
あ
る
と
考

え
る
。

【
吉
原
】
公
民
館
や
体
育

館
な
ど
の
生
涯
学
習
系
施

設
は
、
築
30
年
経
過
し
て

い
る
。
次
の
第
二
次
計
画

に
向
け
て
、方
針
を
立
て
、

住
民
理
解
を
得
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

　
財
政
状
況
な
ど
、
説
明

を
尽
く
し
て
、
住
民
も
と

も
に
考
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
町
民
の
生
活
水

準
を
守
る
た
め
、
施
設
利

便
性
や
利
用
率
が
高
い
施

設
は
、
今
後
も
維
持
し
て

い
く
。

一部解体が決まった小学校

大
山
町
公
共
施
設

　
　
　
　
再
配
置
計
画
を
問
う

町長

計
画
は
妥
当
で
あ
る

動画はこちらから
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保育所での愛着形成は

教育長 サインを敏感に感じ取り
　　　　　　　　応答する近藤 大介　議員近藤 大介　議員

【
近
藤
】
０
歳
や
１
歳
か

ら
の
保
育
所
入
所
が
一
般

的
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

保
育
の
質
の
向
上
が
一
層

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
保
育
所
で
の
愛
着
形
成

の
現
状
と
課
題
は
。

【
教
育
長
】
愛
着
形
成
と

は
、親
な
ど
特
定
の
人
に
、

あ
る
が
ま
ま
を
受
け
入
れ

て
も
ら
い
、
自
分
が
愛
さ

れ
て
い
る
、
大
切
に
さ
れ

て
い
る
と
い
う
安
心
感
を

え
る
こ
と
で
あ
り
、
保
育

所
で
の
愛
着
者
は
保
育
士

で
あ
る
。

　
子
ど
も
と
の
安
定
し
た

愛
着
関
係
は
、
子
ど
も
か

ら
の
サ
イ
ン
を
敏
感
に
感

じ
取
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逃
さ
ず
に
応
答
す
る
こ
と

で
成
立
す
る
。
保
育
士
に

は
子
ど
も
の
内
面
を
理
解

す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　
保
育
士
が
保
護
者
と
信

頼
関
係
を
築
き
、
保
護
者

が
安
心
感
を
え
る
こ
と

で
、
保
護
者
と
子
ど
も
の

よ
り
よ
い
愛
着
形
成
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

【
近
藤
】
大
山
口
駅
に
観

光
案
内
看
板
を
設
置
す
る

考
え
は
。

　
他
の
駅
舎
で
も
、
観
光

情
報
の
提
供
を
す
べ
き
で

あ
る
。

【
町
長
】
旅
先
で
の
観
光

案
内
は
、
電
子
機
器
で
す

ぐ
に
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
大
き
な
観
光
案

内
板
を
作
る
の
で
は
な

く
、
駅
舎
内
に
掲
示
で
き

る
も
の
な
ど
、
代
わ
る
手

段
を
検
討
し
た
い
。

【
近
藤
】
門
脇
家
住
宅
や

唐
王
神
社
な
ど
、
大
山
口

駅
か
ら
徒
歩
で
行
け
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
り
、
案

内
看
板
は
必
要
で
は
。

【
町
長
】
必
要
性
な
ど
検

討
は
し
て
み
た
い
。

せめて観光案内板くらい

【
近
藤
】
水
産
業
振
興
に

は
漁
港
の
整
備
が
欠
か
せ

な
い
。

　
御
来
屋
漁
港
の
計
画
的

整
備
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。

【
町
長
】
令
和
４
年
度
ま

で
の
長
期
計
画
で
、
西
防

波
堤
改
修
、
物
揚
げ
場
改

修
、
東
防
波
堤
改
修
と
順

次
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
漁
協
か
ら
は
東
防
波
堤

越え
っ
波ぱ

対
策
、
御
来
屋
漁
港

団
地
側
の
護
岸
浸
食
対

策
、
東
物
揚
げ
場
改
修
な

ど
の
要
望
が
あ
り
、
次
期

長
期
計
画
に
反
映
し
、
早

期
に
着
手
で
き
る
よ
う
進

め
た
い
。

若手漁業者の多い御来屋漁港

大山口駅に
　　　観光案内看板を
町長 必要性など検討したい

御
来
屋
漁
港
の

　
　
　
　
整
備
は

町長

計
画
的
に
順
次

　
取
り
組
ん
で
い
る

動画はこちらから
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豊 哲也　議員豊 哲也　議員

【
豊
】
令
和
７
年
度
ま
で

国
が
主
導
で
シ
ス
テ
ム
を

標
準
化
す
る
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
の
導
入
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、展
望
は
。

【
町
長
】
仕
様
書
な
ど
が

順
次
国
か
ら
示
さ
れ
て
お

り
、
国
や
県
か
ら
情
報
収

集
を
進
め
て
い
る
。

【
豊
】
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ

て
い
る
面
が
あ
る
が
今
後

の
計
画
は
。

【
町
長
】
過
去
に
検
討
し

た
時
は
コ
ス
ト
高
で
あ
っ

た
が
、
技
術
が
進
ん
で
安

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
豊
】
シ
ス
テ
ム
の
更
新

料
に
約
３
０
０
０
万
円
か

か
っ
て
い
る
が
、
今
後
も

同
様
に
か
か
る
の
か
。

【
町
長
】
国
の
制
度
変
更

な
ど
に
合
わ
せ
て
改
修
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
単
町

の
負
担
で
は
大
幅
に
伸
び

て
い
く
こ
と
は
な
い
。

【
豊
】
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
＝
Ｉ
Ｔ
技
術
に
よ

る
変
革
）
の
長
期
展
望
で

夢
の
あ
る
具
体
的
な
施
策

は
。

【
町
長
】
Ｄ
Ｘ
に
向
け
て

意
見
交
換
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
。
町
民
に
必
要
な

事
業
が
あ
れ
ば
、
本
町
で

も
進
め
て
い
き
た
い
。

【
豊
】
所
信
表
明
で
も

あ
っ
た
Ｕ
タ
ー
ン
施
策
は
。

【
町
長
】
Ｕ
タ
ー
ン
に
特

化
し
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
Ｕ
タ
ー
ン
で
も
Ｉ

タ
ー
ン
で
も
広
く
進
め
て

い
き
た
い
。

【
豊
】
空
き
家
情
報
を
各

自
治
会
・
地
域
自
主
組
織

と
連
携
し
、
収
集
す
る
取

り
組
み
は
進
ん
で
い
る

か
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
で
大

き
く
進
展
は
し
て
い
な

い
。
機
会
が
あ
る
ご
と
に

「
奨
励
金
が
あ
り
ま
す
」

「
空
き
家
情
報
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
こ
と
は
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

【
豊
】
危
険
家
屋
の
減
少

や
優
良
な
空
き
家
物
件
発

掘
の
た
め
、
空
き
家
に
な

る
前
の
所
有
者
に
向
け
て

町
報
で
働
き
か
け
た
と
思

う
が
そ
の
成
果
は
。

【
町
長
】
手
応
え
を
感
じ

て
い
る
。
今
後
も
啓
発
活

動
に
取
り
組
む
。

【
豊
】
不
動
産
業
者
・
リ

フ
ォ
ー
ム
業
者
と
連
携
す

る
こ
と
で
、
成
功
し
て
い

る
事
例
が
全
国
に
あ
り
、

本
町
で
も
検
討
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
進
ち
ょ
く

は
。

【
町
長
】
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
。

空き家の利活用で人口増を

町独自のDXの長期展望は

町長 本町でも進めていきたい

空
き
家
情
報
の

　
　
　
　
地
域
と
の
連
携
は

町長

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く

　
　
　
　
　
進
展
し
て
い
な
い

もっとデジタルの活用を

動画はこちらから
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子どもの部活動のニーズは

部活動の今後のあり方は

教育長 生徒のニーズを聞いて
　　　　　　　　検討したい小谷 英介　議員小谷 英介　議員

【
小
谷
】
子
ど
も
た
ち
の

部
活
動
の
選
択
肢
を
ど
う

確
保
す
る
か
。
中
山
中
、

名
和
中
は
団
体
種
目
の
部

活
動
が
成
立
し
づ
ら
い
状

況
に
あ
る
。
部
活
動
の
合

同
チ
ー
ム
化
や
、
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
受
け
皿
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
国
で
も
抜
本
的

な
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。
本
町
で
も
、
ス
ポ

少
な
ど
の
団
体
と
連
携
を

進
め
て
い
く
。

【
教
育
長
】
休
日
の
部
活

動
の
地
域
へ
の
移
行
か

ら
、
段
階
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。
一
方
で
、
部
活

動
の
合
同
チ
ー
ム
化
は
、

大
会
規
定
の
縛
り
で
、
恒

常
的
に
は
む
ず
か
し
い
。

【
小
谷
】
大
会
規
定
に
従

う
の
は
大
人
の
都
合
だ
。

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
て
、
県
へ
働
き
か
け
て

ほ
し
い
。

　
来
年
度
、
ま
ず
は
小
中

学
校
で
、
児
童
生
徒
の
部

活
動
の
ニ
ー
ズ
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
把
握
し
て
は
ど
う

か
。

【
教
育
長
】
保
護
者
や
生

徒
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
部
活
動
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
小
谷
】
多
く
の
集
落
で

は
、
子
ど
も
が
少
な
く
、

放
課
後
に
近
所
の
子
ど
も

た
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
。
自
宅
で
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
す
こ

と
が
多
く
な
る
。
放
課
後

に
、
全
て
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
、
学
習
や
体
験

交
流
活
動
の
実
施
な
ど
を

検
討
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
、
単
な
る
預
か
り

で
は
な
く
、
民
間
事
業
者

と
連
携
し
、
教
育
の
機
会

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か

検
討
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
新
築
・
移
転
・
改
修

も
検
討
し
て
い
る
。

【
小
谷
】
民
間
事
業
者
と

の
連
携
の
内
容
は
。

【
町
長
】
業
務
委
託
の
形

も
視
野
に
、
具
体
的
な
内

容
を
検
討
し
て
い
る
。

【
小
谷
】
９
月
に
報
告
を

受
け
て
か
ら
進
ち
ょ
く
し

て
い
な
い
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
な
ど
の
外
部
人
材

を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

検
討
の
ス
ピ
ー
ド
を
早
め

て
ほ
し
い
。

【
町
長
】
内
部
の
検
討
が

全
く
進
ん
で
い
な
い
訳
で

は
な
い
。
進
ち
ょ
く
を
見

守
っ
て
ほ
し
い
。

施設の老朽化も進む

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
居
場
所
は

町長

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る

動画はこちらから

2022年２月　議会だよりだいせん67号19

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

請
願
・
陳
情

委
員
会
報
告

一
般
質
問

臨
時
会
・
審
議
結
果

議
員
討
論
会

特
　
　
　
集

お
知
ら
せ



大森 正治　議員大森 正治　議員

学校給食費
　　　�無償化の推進を
町長 議会の議論の経過をみて

　　　　　　　　対応したい
【
大
森
】
本
町
が
実
施
し

て
い
る
子
育
て
支
援
策
の

特
徴
的
な
も
の
は
。

【
町
長
】
保
育
所
の
待
機

児
童
ゼ
ロ
や
完
全
給
食
、

学
校
給
食
費
の
半
額
助
成

高
校
生
通
学
費
の
半
額
補

助
な
ど
で
あ
る
。

【
大
森
】
今
後
の
学
校
教

育
の
子
育
て
支
援
策
は
。

【
町
長
】
教
材
な
ど
の
購
入

費
や
修
学
旅
行
費
の
補
助

な
ど
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
的
に

公
教
育
に
係
る
部
分
の
費

用
負
担
を
減
ら
し
た
い
。

【
大
森
】
学
校
給
食
の
役

割
や
意
義
は
。

【
教
育
長
】
体
力
づ
く
り
、

人
間
関
係
づ
く
り
、
食

育
と
い
う
教
育
効
果
が
あ

る
。

　
給
食
の
無
償
化
は
必
要

で
あ
る
。

【
大
森
】
給
食
費
無
償
化

の
意
義
は
。

【
町
長
】
経
済
的
負
担
軽

減
に
よ
る
出
生
率
の
改

善
、
移
住
定
住
の
促
進
な

ど
で
あ
る
。

【
大
森
】
財
源
の
保
障
は
。

【
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税
を

基
本
と
し
、
毎
年
度
収
支

の
な
か
で
可
能
で
あ
る
。

【
大
森
】
町
民
か
ら
の
陳

情
も
出
た
。
今
後
は
。

【
町
長
】
民
意
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
議
会
の
議
論
の
経

過
を
み
て
対
応
し
た
い
。

【
大
森
】
福
祉
手
当
の
一

つ
「
特
別
障
害
者
手
当
」

の
制
度
を
知
ら
な
い
該
当

者
が
多
い
よ
う
だ
。
申
請

が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

本
町
の
受
給
の
現
状

は
。

【
町
長
】
令
和
３
年
度
10

月
現
在
で
13
件
で
あ
る
。

【
大
森
】
受
給
す
る
に
は

ど
ん
な
要
件
が
あ
る
か
。

【
町
長
】
20
歳
以
上
で
、

重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
で
常
に
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
障
が
い
者
で
あ
る
。

【
大
森
】
要
件
に
つ
い
て

具
体
的
に
詳
細
な
説
明

を
。

【
町
長
】
両
目
で
視
力
が

０
・
04
以
下
の
視
覚
障
が

い
者
、
両
耳
の
聴
力
が

１
０
０
デ
シ
ベ
ル
以
上
の

聴
覚
障
が
い
者
、
関
節
に

障
が
い
が
あ
っ
て
ボ
タ
ン

を
留
め
る
の
に
１
分
以
上

か
か
る
な
ど
で
あ
る
。

　
要
介
護
４
以
上
で
受
給

で
き
る
場
合
も
あ
る
。

【
大
森
】
月
額
約
２
万 

７
０
０
０
円
が
支
給
さ
れ

る
。
制
度
の
周
知
を
ど
う

す
る
。

【
町
長
】
可
能
性
の
あ
る

要
介
護
者
に
ケ
ア
マ
ネ
か

ら
案
内
す
る
な
ど
、
漏
れ

が
な
い
よ
う
努
め
る
。

在宅介護で受給できる場合も

特
別
障
害
者
手
当
の

　
　
　
　
　
　
制
度
周
知
を

町長

漏
れ
が
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
周
知
に
努
め
る

給食は教育の一環

動画はこちらから
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増改築にも助成を

町長 検討してみる大原 広巳　議員大原 広巳　議員

【
大
原
】
本
年
度
の
出
生
数

の
見
込
み
は
。
令
和
２
年

度
は
70
人
だ
っ
た
が
。

【
町
長
】
69
人
の
見
込
み
。

【
大
原
】
３
世
代
同
居
世

帯
の
割
合
は
。

【
町
長
】
令
和
２
年
度
で
、

全
世
帯
数
５
２
２
５
の
内

９
０
１
で
、17・２
％
と
な
っ

て
い
る
。

【
大
原
】
集
落
の
３
世
代
同

居
を
増
や
す
た
め
に
、
住
宅

の
増
改
築
の
費
用
助
成
は

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
子
ど
も
が
町
外
か

ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
実
家
の
敷

地
内
へ
新
築
し
た
場
合
な

ど
は
助
成
対
象
と
な
っ
て
い

る
が
、
増
改
築
に
は
出
し
て

い
な
い
。

　
今
後
は
検
討
し
て
み
た
い
。

【
大
原
】
核
家
族
で
共
働
き

の
子
育
て
世
帯
が
多
い
が
、

延
長
保
育
や
日
曜
保
育
は

で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】
平
成
31
年
１
月

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
月

に
１~

２
回
は
利
用
し
た

い
」
が
23
・
６
％
だ
っ
た
。

実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

【
大
原
】
阿
弥
陀
川
な
ど

河
川
敷
が
拡
大
し
樹
木
が

多
く
な
っ
て
い
る
対
策
の

予
定
は
。

【
町
長
】
令
和
２
年
度
か

ら
４
年
度
に
か
け
、
人
家

や
農
地
な
ど
の
保
全
対
象

が
存
在
す
る
河
川
で
、
計

画
的
に
樹
木
伐
採
や
河
道

掘
削
を
し
て
い
る
。

【
大
原
】
魚
道
や
堰え
ん

堤て
い

な

ど
の
整
備
の
予
定
は
。

【
町
長
】
県
管
理
河
川
で

は
、
防
災
の
観
点
か
ら
治

水
対
策
が
優
先
さ
れ
実
施

し
て
き
た
が
、
一
部
で
は

生
態
系
保
全
の
事
業
も

行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
必
要
性
を
整
理

の
う
え
、県
に
要
望
す
る
。

防災と生態系の両立を

【
大
原
】
高
齢
化
が
進
む

中
で
担
い
手
不
足
が
進
ん

で
い
る
。
相
談
会
を
増
や

せ
な
い
か
。

【
町
長
】
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
大
変
だ
が
状
況
に
応
じ

て
各
集
落
に
出
か
け
、
相

談
に
応
じ
て
い
く
。

　
広
域
の
相
談
会
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
大
原
】
ス
キ
マ
時
間
事

業
の
現
状
と
課
題
は
。

【
町
長
】
現
在
農
業
や
宿

泊
事
業
所
な
ど
９
件
、
働

き
手
側
37
人
が
登
録
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
実
績
は
60

件
あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
登
録
数
や
交

流
会
を
増
や
し
、
労
働
力

不
足
の
解
消
に
努
め
る
。 高収益作物の推進を

河川整備の今後は

町長 県に要望していく

集
落
や
農
業
の

　
　
�

担
い
手
対
策
を

町長

相
談
に
応
じ
て
い
く

動画はこちらから
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岡田 聰　議員岡田 聰　議員

【
岡
田
】
人
口
減
少
が
止

ま
ら
な
い
。
２
０
２
０
年

の
国
勢
調
査
で
、
県
内
中

西
部
11
市
町
村
（
日
野
郡

３
町
除
く
）
の
中
で
、
本

町
は
６・
８
％
と
一
番
高

い
減
少
率
で
あ
る
が
要
因

は
。

　
ま
た
、政
策
見
直
し
は
。

【
町
長
】
若
年
層
の
転
出

が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

　
子
育
て
支
援
や
教
育
の

充
実
な
ど
の
政
策
効
果
は

短
期
間
で
は
出
な
い
と
考

え
て
い
る
。
新
た
な
政
策

も
含
め
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
。

【
岡
田
】
農
業
や
商
工
業

な
ど
全
て
の
後
継
者
確
保

の
一
助
の
た
め
、
親
元
か

ら
２
～
３
キ
ロ
以
内
に
住

居
を
確
保（
借
家
も
含
め
）

す
る
場
合
の
助
成
拡
充
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
近
住
を
促
進
し
、

若
者
の
流
失
を
減
ら
す
よ

う
な
施
策
を
検
討
し
た

い
。

【
岡
田
】
雇
用
の
場
所
確

保
が
重
要
だ
が
。

【
町
長
】
サ
テ
ラ
イ
ト
拠

点
と
し
て
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
の
整
備
や
、
図
書
館
機

能
の
強
化
な
ど
で
、
町
民

が
能
力
や
資
格
を
向
上
さ

せ
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
選

択
肢
を
増
や
す
。
そ
れ
が

雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が

る
。
そ
う
い
う
絵
を
描
き

た
い
。

【
岡
田
】
近
年
子
ど
も
を

取
り
巻
く
状
況
が
悪
化

し
て
い
る
。
子
ど
も
の
権

利
条
約
や
児
童
憲
章
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
計
画
に

の
っ
と
り
、
全
て
の
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
幸
せ
を
守
る
た
め
に
、

そ
の
生
活
は
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
の
支
援

策
の
充
実
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
要
保
護
児
童
対

策
連
絡
協
議
会
を
中
核
と

し
て
、
教
育
機
関
、
福
祉
、

介
護
、医
療
、地
域
関
係
者

が
連
携
し
て
支
援
で
き
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
。

【
岡
田
】
子
ど
も
の
貧
困
問

題
の
支
援
策
の
充
実
は
。

【
教
育
長
】
本
町
の
関
係

機
関
と
毎
月
実
務
者
会
議

を
行
い
、
情
報
共
有
し
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
教
育

分
野
で
最
も
大
切
な
支
援

は
、
子
ど
も
自
身
に
将
来

を
生
き
抜
く
力
を
、
幸
せ

に
生
き
る
力
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。

【
町
長
】
大
山
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の

と
お
り
、
教
育
支
援
、
生

活
支
援
、
経
済
的
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
を
は
か
っ

て
い
く
。

子育てに最適な大山町

貧困から子どもを守る（写真はイメージ）

人口減少が止まらないが

町長
新たな政策など
　　　　　さらに充実する

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

教育長

将
来
を
生
き
抜
く
力
を

　
　
　
　
　
　
　
つ
け
さ
せ
る

動画はこちらから

2022年２月　議会だよりだいせん67号 22

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

請
願
・
陳
情

委
員
会
報
告

一
般
質
問

臨
時
会
・
審
議
結
果

議
員
討
論
会

特
　
　
　
集

お
知
ら
せ



西本 憲人 　議員西本 憲人 　議員

【
西
本
】
本
町
は
岩
場
も

多
く
、
海
藻
が
生
え
貝

類
・
魚
類
が
豊
富
な
資
源

豊
か
な
海
が
あ
る
。
そ
の

中
で
も
サ
ザ
エ
・
ア
ワ
ビ

の
産
地
と
し
て
自
覚
が
あ

る
か
。

【
町
長
】
県
内
の
漁
獲
量

の
約
半
分
を
占
め
て
お

り
、
い
ず
れ
も
県
内
一
の

産
地
と
し
て
、
稚
貝
の
放

流
事
業
の
支
援
を
し
て
い

る
。

【
西
本
】
鳥
取
県
よ
り
島

根
県
の
ア
ワ
ビ
の
魚
価
が

高
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
漁
協
が
そ
れ
ぞ

れ
特
色
を
活
か
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
て
い
る
結

果
だ
と
考
え
て
い
る
。

【
西
本
】
町
内
の
宿
泊
施

設
で
の
活
用
も
少
な
い
こ

と
に
、
町
と
し
て
の
後
押

し
は
し
な
い
か
。

【
町
長
】
経
済
合
理
性
に

よ
る
も
の
だ
と
思
う
。
物

流
が
課
題
な
ら
、
町
内
第

３
セ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

【
西
本
】
町
と
し
て
の
Ｐ

Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
定
例
記
者

会
見
な
ど
で
、
産
品
の
か

ぶ
り
も
の
を
す
る
の
も
い

い
の
で
は
。

【
町
長
】
議
場
の
全
員
で

か
ぶ
っ
た
ら
Ｐ
Ｒ
効
果
が

高
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
西
本
】
給
食
費
無
償
化
・

Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
電
動
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
な
ど
の
事
業
説

明
の
不
足
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
説
明
は
し
て
い

る
が
、
不
足
の
点
が
あ
れ

ば
聞
い
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
西
本
】
な
ぜ
、
人
口
社

会
増
・
合
計
特
殊
出
生
率

増
を
め
ざ
す
の
か
。

【
町
長
】国
の
方
針
に
沿
っ

て
総
合
戦
略
の
目
標
値
と

な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

【
西
本
】
合
計
特
殊
出
生

率
と
子
ど
も
の
数
は
相
関

が
な
い
の
だ
が
。
現
時
点

で
ど
の
世
代
が
本
町
か
ら

出
て
行
っ
て
い
る
の
か
、

把
握
は
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
20
か
ら
34
歳
ま

で
の
女
性
で
１
年
間
で
62

人
減
っ
て
い
る
。

【
西
本
】
日
本
一
・
県
内

初
の
施
策
は
た
ま
た
ま
と

言
う
が
、
本
町
に
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
た
る
機
会
を
意
図

的
に
つ
く
る
こ
と
と
し
て

は
評
価
す
る
。

　
論
理
的
な
だ
け
で
は
な

く
、
人
間
力
を
も
っ
て
向

き
合
う
べ
き
だ
と
思
う

が
。

【
町
長
】
あ
く
ま
で
も
言

論
の
場
と
し
て
、
人
間
味

を
出
す
場
は
、
議
会
以
外

に
も
あ
る
と
思
う
。

県内一の漁獲量の海産物

電動自転車の活用は進むのか

アワビ・サザエの
　　　　�産地の自覚は
町長 県内一の産地と認識している

日
本
一
・
県
内
初
の
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
行
う
理
由
は

町長

町
民
に
必
要
な
事
業
で

　
　
　
　
　
た
ま
た
ま
で
あ
る

動画はこちらから
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森本 貴之　議員森本 貴之　議員

【
森
本
】
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
の
時
代
に
即
し
た
雇
用

を
生
み
出
す
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
か
。

　
営
業
企
画
室
の
取
り
組

み
と
、
今
後
の
動
き
は
。

【
町
長
】
企
業
誘
致
を
進

め
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
企
業
誘
致
に

必
要
な
ハ
ー
ド
整
備
の
検

討
を
進
め
る
。

【
森
本
】
大
山
町
奨
学
金

返
還
支
援
補
助
金
の
、
対

象
と
な
る
就
職
先
業
種
の

追
加
を
考
え
な
い
か
。

【
町
長
】
町
内
の
需
要
に

よ
っ
て
検
討
が
必
要
だ
。

【
森
本
】
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
や
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
に
お
い

て
、
展
望
や
課
題
は
。

【
教
育
長
】
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
持
ち
帰
り
学
習
や
、
コ

ロ
ナ
に
よ
り
長
期
自
宅
待

機
と
な
っ
た
場
合
の
学
習

保
障
を
検
討
し
て
い
く
。

　
学
校
づ
く
り
に
お
い
て

は
、
抱
え
る
課
題
を
地
域

と
と
も
に
解
決
す
る
姿
を

期
待
し
て
い
る
。

　
課
題
は
、
教
員
が
多
忙

に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
近
年
の
働
き
方
改
革
に

逆
行
し
な
い
よ
う
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。多様な働き方に対応する共同オフィス

営業企画室の
　　　�今後の動きは
町長 必要なハード整備の

　　　　　　　検討を進める

政治倫理審査会からの報告
大山町議会議員政治倫理条例とは
　町議会議員がその地位による影響力
を不正に行使して、自己の利益をはか
ることがないよう必要な措置を定めた
条例です。
　政治倫理基準に反する疑いがあると
き、有権者は 10 人以上、議員であれば
２人以上の連署で議長に調査を請求で
きます。

町民25人の連署で提出された大山町議会議員政
治倫理条例にもとづく調査請求書への報告は以
下のとおりです（９月３日請求、11月12日報告）。

１．調査請求の対象となった議員
　　　大山町議会議員　小谷英介
２．調査請求の対象となった疑義の内容
　　��　当該議員は、６月定例会中の教育民生常任
委員会で、給食費の無償化に関する質疑の際、
「（転入者を）値段でつる、安さでつるって、こ
れやっぱり転入者の質にも関わってくる問題」
などと発言した。

３．調査結果
　　��　当該発言は、特定の個人・団体の人権を侵
害するような発言ではないので、倫理条例の
規定には抵触しないという結論に達した。

４．付帯意見
　　��　当該議員は、誤解を受けるような発言が今
後ないよう十分に注意されたい。

町民の信頼に応えるために

動画はこちらから

2022年２月　議会だよりだいせん67号 24

定
　
例
　
会

質
疑
・
討
論

請
願
・
陳
情

委
員
会
報
告

一
般
質
問
・
政
治
倫
理
審
査
会

臨
時
会
・
審
議
結
果

議
員
討
論
会

特
　
　
　
集

お
知
ら
せ



一目でわかる一目でわかる審議結果
○賛否の分かれた議案 〇は賛成、×は反対あるいは保留

12月定例会
議員名

議　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

結
果

令和３年度大山町宅地造成事業特別会計補正
予算(第１号) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

（賛成14人）

沖縄県戦没者の遺骨を含む土砂を埋め立てに使
用しないことを国に要請することを求める請願 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ 採択

（賛成11人）

少子化対策として子育てと教育の経済的負担
軽減を求める要望書 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ × 採択

（賛成9人）

◇全会一致で議決した議案
10 月臨時議会　工事請負契約（1 件）、財産所得（1 件）、補正予算（1 件）、その他（1 件）
11 月臨時議会　補正予算（1 件）
12 月定例会　　 工事請負契約（2 件）、財産処分（2 件）、補正予算（11 件）、指定管理（3 件）、

条例（5 件）、陳情（2 件）、発議（2 件）、その他（4 件）
議案の議決は、米本隆記議長を除く15人で行います。

自
動
車
購
入

【
門
脇
議
員
】
尿
素
フ
リ
ー
を
仕

様
書
に
入
れ
た
こ
と
が
入
札
辞

退
の
要
因
に
な
っ
て
な
い
か
。

【
副
町
長
】
影
響
し
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。

【
岡
田
議
員
】
な
ぜ
荷
台
を
鉄
板

補
強
す
る
の
か
。

【
水
道
課
長
】
約
７
０
０
㎏
の
発

電
機
を
乗
せ
る
た
め
で
あ
る
。

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
整
備

【
門
脇
議
員
】
伐
採
増
加
見
込
み

の
立
木
数
と
単
価
増
加
理
由
は
。

【
観
光
課
長
】
８
本
、
豪
雨
で
路

盤
が
悪
く
な
り
不
整
地
運
搬
車

を
使
用
の
た
め
。

貨
客
混
載

【
吉
原
議
員
】
貨
客
混
載
の
エ
リ

ア
拡
大
は
。

【
企
画
課
長
】
徐
々
に
エ
リ
ア
拡

大
し
て
い
る
。

灯
油
購
入
費
助
成

【
西
本
議
員
】
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済

的
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
に
対

象
者
が
例
年
通
り
で
あ
る
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
過
去
は
生
活

保
護
世
帯
の
み
だ
っ
た
が
、
枠

を
拡
充
し
住
民
税
非
課
税
世
帯

ま
で
と
な
っ
た
。

子
育
て
世
帯
臨
時
交
付
金

【
大
森
議
員
】
申
告
漏
れ
は
お
こ

ら
な
い
の
か
。

　
所
得
制
限
に
は
矛
盾
し
た
点

が
あ
る
が
。

【
住
民
課
長
】
高
校
生
が
い
る
世

帯
に
は
同
居
の
保
護
者
あ
て
に

通
知
を
し
、
周
知
徹
底
す
る
。

【
町
長
】
国
で
し
っ
か
り
議
論
を

さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

10月

臨
時
会一

般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

11月

メンテナンスの負担軽減を考えた車

詳細は大山町議会ホームページをご参照ください。
https://www.daisen.jp/gikai/4/1/
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討論会 地域社会をどう守るか
～人口減少の要因とその対策～

　本町議会では、まちの進むべき方向や課題などのテーマで、議員討論会を開催して
います。
　12 月定例会では、「地域を守るためには」をテーマに開催しました。少子高齢化が
進むなか、人口減少対策は喫緊の課題ではないでしょうか。
　将来にわたり持続可能なまちのために全議員で熱い討論を繰り広げました。

【
杉
谷
議
員
】

　

農
業
水
路
や
森
林
、
道

路
の
維
持
管
理
が
限
界
に
達

し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家

も
増
え
て
き
て
お
り
、
放
っ

て
は
置
け
な
い
。
公
共
交
通

の
利
便
性
の
低
下
な
ど
、
生

活
に
お
け
る
問
題
が
多
く
あ

る
。
集
落
の
伝
統
行
事
や
祭

り
な
ど
の
継
承
が
大
切
だ
。

【
森
本
議
員
】

　
集
落
の
課
題
は
、
総
じ
て

人
口
減
少
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
働
く
場
の
減
少
や
、

担
い
手
不
足
の
課
題
は
大
き

い
。
私
た
ち
責
任
世
代
が

し
っ
か
り
担
い
、
次
世
代
へ

バ
ト
ン
を
わ
た
す
こ
と
が
重

要
だ
。

【
池
田
議
員
】

　
人
と
人
と
の
関
係
が
大
切

だ
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
地
域
自

主
組
織
な
ど
、
集
る
場
は
多

く
あ
る
。
周
辺
集
落
を
つ
な

ぎ
、
地
域
の
困
り
ご
と
の
解

決
や
、
地
域
の
良
さ
を
み
ん

な
で
感
じ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
。

【
豊
議
員
】

　
人
口
減
少
に
よ
り
、
実
際

に
何
が
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
の
か
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
中
山
間
地
域
に
お
い

て
は
、
農
地
や
水
路
の
維
持

が
課
題
で
あ
る
。
伝
統
的
な

祭
り
な
ど
の
維
持
も
大
切
で

あ
り
、
具
体
的
な
対
策
が
重

要
だ
。

【
西
本
議
員
】

　
集
落
の
始
ま
り
を
考
え
る

と
、
集
ま
っ
て
生
活
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
が

あ
っ
た
。
今
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、
好
き
な

も
の
が
好
き
な
時
に
手
に

入
る
。
新
し
い
時
代
に
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

【
大
杖
議
員
】

　
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
担
い
手

不
足
が
生
じ
、
生
活
形
態
が

維
持
で
き
な
く
な
り
、
衰
退

へ
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
人
が
少
な
い
こ
と

は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
本

町
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
。

【
島
田
議
員
】

　
集
落
維
持
を
支
え
る
の
は

人
で
あ
り
、
子
ど
も
が
多
く

い
れ
ば
活
気
も
で
て
く
る
。

子
育
て
世
代
が
活
躍
で
き
る

場
や
、
雇
用
の
創
出
、
集
落

の
な
か
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

【
近
藤
議
員
】

　
農
村
で
生
活
す
る
、
あ
る

い
は
、
農
業
に
従
事
し
な
い

人
が
農
村
で
生
活
し
て
い
く

と
い
う
意
味
が
薄
ら
い
で
い

る
。
農
村
で
の
生
活
に
憧
れ

る
よ
う
な
、
新
た
な
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
だ
。

【
門
脇
議
員
】

　
社
会
の
変
化
に
対
し
、
集

落
が
持
つ
共
同
体
と
し
て
の

機
能
を
穏
や
か
に
対
応
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
自
助
努
力
に
対
し

て
、
公
的
な
支
援
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

【
小
谷
議
員
】

　
若
い
世
代
も
、
集
ま
っ
て

住
む
こ
と
自
体
が
嫌
な
わ
け

で
は
な
い
。
集
落
の
良
い
と

こ
ろ
を
残
し
な
が
ら
、
若
い

世
代
も
住
め
る
今
後
の
集
落

の
あ
り
方
を
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
。

【
大
原
議
員
】

　
昔
は
、
農
村
集
落
で
の
決

め
事
は
、
農
家
が
主
導
し
て

い
た
。
今
は
、
非
農
家
の
意

見
も
尊
重
し
、
集
落
運
営
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若

い
世
代
や
女
性
の
活
躍
の
場

を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

【
岡
田
議
員
】

　
非
農
家
が
増
え
て
、
集
落

へ
の
愛
着
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
て
も
、
集
落
の
存
続
価

値
は
あ
る
。最
大
の
課
題
は
、

働
く
世
代
の
流
出
と
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
だ
。
草
刈
り

や
水
路
維
持
な
ど
の
共
同
作

業
や
伝
統
行
事
を
守
り
、
賑

わ
い
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第１部
集落維持のためには

↑動画はこちらから
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【
大
森
議
員
】

　

こ
れ
か
ら
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
と
な
っ
て
い

く
。
こ
れ
は
大
き
な
課
題
で

は
な
い
か
。
日
常
の
生
活
を

ど
う
守
っ
て
い
く
か
、
ま
た
、

将
来
の
進
路
相
談
な
ど
が
で

き
る
親
子
関
係
も
重
要
だ
。

【
吉
原
議
員
】

　
人
口
減
少
に
伴
う
、
世
帯

の
減
少
と
高
齢
化
が
問
題

で
あ
る
。
伝
統
文
化
の
継
承

が
薄
れ
て
い
っ
て
い
る
。
世

代
交
代
が
う
ま
く
い
く
よ
う

に
、
地
域
の
良
さ
を
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
野
口
議
員
】

　
若
い
世
代
は
、
個
人
主
義

が
増
え
、
伝
統
行
事
や
農
作

業
な
ど
、
少
人
数
し
か
参
加

が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
の
ま
ま
で
は
、
集
落
は
維

持
で
き
な
く
な
る
。

【
野
口
議
員
】

　
人
々
が
希
望
す
る
こ
と
が

一
つ
で
も
多
く
叶
え
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
。
そ
れ
が
集
落
を
守
る
具

体
施
策
の
一
つ
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
個
人
の
意
見
を

尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
重

要
だ
。

【
大
杖
議
員
】

　
集
落
が
健
全
で
活
発
に
存

続
す
る
た
め
に
、
２
つ
の
こ

と
を
考
え
た
。
１
つ
目
は
、

地
元
に
愛
着
を
持
ち
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
明
る
く
暮
ら

せ
る
こ
と
。
２
つ
目
は
、
集

落
が
有
す
る
自
然
や
伝
統
、

文
化
を
生
か
し
た
暮
ら
し
を

楽
し
む
こ
と
だ
。

【
杉
谷
議
員
】

　
今
現
在
住
ん
で
い
る
人
と

の
絆
を
深
め
、
思
い
や
り
を

持
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
、

集
落
維
持
だ
と
考
え
る
。
地

域
教
育
を
大
切
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
住
み
続
け
ら
れ

る
地
域
や
集
落
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
。

【
森
本
議
員
】

　
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代

に
対
応
す
る
柔
軟
性
が
問

わ
れ
る
。
自
主
組
織
が
よ
り

行
政
と
連
携
し
て
、
日
常
生

活
の
支
援
機
能
の
確
保
と
課

題
解
決
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
成
が
喫
緊
の
課

題
で
は
な
い
か
。

【
小
谷
議
員
】

　
集
落
内
に
あ
る
農
業
に
適

し
た
空
き
家
を
町
が
整
備
し

た
う
え
で
、
農
業
研
修
制
度

と
セ
ッ
ト
に
し
て
、
集
落
が

主
体
的
に
、
農
業
を
や
り
た

い
若
者
を
呼
び
込
む
こ
と
を

検
討
す
べ
き
だ
。

【
門
脇
議
員
】

　

空
き
家
活
用
に
お
い
て
、

協
定
を
組
む
な
ど
し
た
集
落

や
自
主
組
織
に
対
し
、
新
た

な
補
助
金
制
度
な
ど
検
討
で

き
な
い
か
。
住
環
境
の
適
正

管
理
が
行
わ
れ
れ
ば
魅
力
も

増
え
る
。

【
岡
田
議
員
】

　
空
き
家
を
利
用
し
て
幅
広

い
世
代
が
集
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
施
設

を
つ
く
り
、
交
流
関
係
を
広

げ
て
い
け
な
い
か
。
お
互
い

が
助
け
合
え
る
集
落
、
地
域

づ
く
り
が
大
切
だ
。

【
池
田
議
員
】

　
町
の
施
策
で
良
い
も
の
も

あ
る
。
た
と
え
ば
、
家
庭
保

育
支
援
だ
。
子
ど
も
を
家
庭

で
育
て
、
地
域
で
見
守
る
こ

と
も
つ
な
が
り
だ
。
地
域
の

人
の
顔
が
見
え
る
と
い
う
の

が
一
番
大
切
だ
。

【
大
森
議
員
】

　

集
落
を
維
持
す
る
た
め

に
、
３
つ
の
視
点
が
あ
る
。

１
つ
目
は
高
齢
者
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
顔
を
見

せ
合
い
話
す
場
、
２
つ
目
は

営
農
組
織
を
守
っ
て
い
く
こ

と
、
３
つ
目
は
家
庭
で
も
Ｕ

タ
ー
ン
を
促
す
よ
う
な
、
家

族
の
話
し
合
い
が
大
切
で
は

な
い
か
。

【
吉
原
議
員
】

　
子
ど
も
の
部
活
、
通
学
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
の
公
共

交
通
の
改
善
が
必
要
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
地
域
自
主
組

織
が
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な

る
こ
と
が
大
切
だ
。

【
島
田
議
員
】

　
農
業
、
水
産
業
に
関
連
す

る
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
に

新
た
な
感
覚
で
取
り
組
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
本
町
の
魅
力

と
な
り
、
雇
用
が
生
ま
れ
る

と
考
え
る
。
移
動
サ
ー
ビ
ス

な
ど
、
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
は
大
切

だ
。

【
西
本
議
員
】

　

意
識
が
３
つ
に
分
か
れ

る
と
思
う
。
１
つ
目
は
昔
な

が
ら
の
集
落
を
維
持
し
た
い

人
、
２
つ
目
は
集
落
は
必
要

な
い
人
、
３
つ
目
そ
の
間
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
人
だ
。
集

落
は
簡
単
に
は
無
く
な
ら
な

い
。
変
化
に
対
応
で
き
る
事

が
重
要
だ
。

【
豊
議
員
】

　
移
住
し
た
い
と
思
わ
れ
る

自
治
体
か
、
そ
う
で
な
い
自

治
体
か
二
極
化
が
起
こ
る
の

で
は
な
い
か
。
農
業
の
担
い

手
確
保
や
祭
り
な
ど
の
行
事

も
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら

重
要
だ
。

【
近
藤
議
員
】

　
全
国
的
に
は
農
村
集
落
の

維
持
は
困
難
だ
と
思
う
が
、

本
町
は
事
情
が
違
う
の
で
は

な
い
か
。
農
地
を
守
っ
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
や

食
の
連
携
で
、
地
域
が
守
ら

れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

農
村
、
漁
村
の
ビ
ジ
ョ
ン
作

成
が
必
要
だ
。

【
大
原
議
員
】

　
集
落
の
大
切
さ
を
若
い
世

代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
重

要
だ
。
正
月
や
盆
な
ど
、
地

元
に
戻
っ
て
き
た
若
い
世
代

と
の
交
流
を
持
ち
、
気
持
ち

を
伝
え
、
協
力
す
る
こ
と
は

大
切
だ
。

討
論
会
を
終
え
て

討
論
会
を
終
え
て

【
米
本
議
長
】

　

議
員
み
な
さ
ん
が
言
う

よ
う
に
、
こ
れ
を
や
れ
ば
人

口
減
少
が
止
ま
る
と
い
う
も

の
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
こ
の
流
れ
を
緩

や
か
に
す
る
事
が
、
議
員

と
し
て
の
務
め
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
か
町
民
の
み
な
さ

ん
、
議
会
と
一
緒
に
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

第２部
具体施策は

次世代に残したい伝統的な祭り
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どう思う?
大山町議会だより特集座談会

　議会だより紙面の内容から、議員の活動にいたるまで、さまざまな年代の町民５人から率直な
ご意見を伺いました。

町
民
目
線
の
紙
面
づ
く
り

町
民
目
線
の
紙
面
づ
く
り

《
議
員
》
大
山
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

8
人
の
議
員
と
事
務
局
が
、
写
真
撮
影・

記
事
執
筆
・
編
集
・
校
正
な
ど
、
大
部

分
を
手
分
け
を
し
て
自
分
た
ち
で
作
っ

て
い
ま
す
。
町
民
目
線
で
は
議
会
だ
よ

り
の
紙
面
は
ど
の
よ
う
に
映
り
ま
す

か
。

《
入
江
さ
ん
》
む
ず
か
し
い
用
語
が
多
く
、

忙
し
い
な
か
、
わ
ざ
わ
ざ
手
に
取
っ
て
読

み
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
。
一
方
通
行
の
書

き
方
で
は
な
く
、
興
味
が
湧
く
よ
う
な

問
い
か
け
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
。

《
髙
塚
さ
ん
》
た
し
か
に
、
会
議
の
報
告

資
料
み
た
い
で
す
よ
ね
。
会
議
の
資
料

を
わ
ざ
わ
ざ
家
で
読
み
た
く
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、「
国
民
健
康
保
険
が
危
な

い
！
」
と
か
、
町
民
が
興
味
の
あ
る
ト

ピ
ッ
ク
の
投
げ
か
け
が
あ
る
と
身
近
に

感
じ
や
す
い
で
す
。

《
小
村
さ
ん
》
議
員
や
町
職
員
と
違
っ
て
、

一
般
の
町
民
は
、「
決
算
に
注
目
」
と
言

わ
れ
て
も
、
ど
こ
の
数
字
に
注
目
を
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ

れ
の
数
字
の
持
つ
意
味
な
ど
を
も
っ
と

わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
で
す
。

《
中
村
さ
ん
》
と
に
か
く
、
数
字
や
専
門

用
語
が
多
く
て
、
な
か
な
か
自
分
ご
と

と
し
て
感
じ
に
く
い
の
で
、
も
っ
と
町
民

が
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
、
工
夫
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。

幅
広
い
年
代
に

幅
広
い
年
代
に

読
ん
で
も
ら
う
に
は

読
ん
で
も
ら
う
に
は

《
議
員
》
中
学
生
か
ら
年
配
の
人
ま
で
幅

広
い
年
代
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
紙
面

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ほ
か
に
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
を
改
善
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

《
入
江
さ
ん
》
友
人
知
人
が
紙
面
に
載
っ

て
い
た
ら
、
も
っ
と
興
味
を
持
つ
と
思
い

ま
す
。そ
れ
と
、議
員
の
一
般
質
問
の
ペ
ー

ジ
は
、
議
員
ご
と
で
は
な
く
て
、
子
育

て
関
係
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
な
っ
て
い

る
と
読
み
や
す
い
で
す
。

《
細
谷
さ
ん
》
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
を

も
っ
と
少
な
く
ま
と
め
て
、
議
員
の
人

柄
が
わ
か
る
記
事
と
か
、
議
員
と
町
民

が
距
離
を
近
づ
け
る
紙
面
を
増
や
し
て
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髙塚 賢治 さん（60代）
　８年前に定年退職して、普段
は野菜を作ったり、まちづくりに
関わったりしています。

入江 綾香 さん（30代）
　３児の母です。子育てに多忙
で、議会だよりを読む時間はほ
とんどありません。

中村 加奈子 さん（50代）
　19年前に結婚して大阪から移
住しました。夫の漁業仕事の手
伝いをしています。

小村 滿 さん（70代）
　妻と２人暮らしをしています。
蕎麦打ちが趣味であり、仕事で
す。

細谷 真宏 さん（30代）
　２歳になる双子の父です。仕
事は農業で主に水稲です。生ま
れも育ちも大山町です。

座談会参加者

も
良
い
と
思
い
ま
す
。

《
小
村
さ
ん
》
私
は
、
議
員
個
人
の
こ
と

よ
り
も
、
議
会
全
体
と
し
て
町
政
に
対

し
て
ど
う
働
き
か
け
た
い
の
か
、
議
会

の
意
志
を
も
っ
と
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。

《
中
村
さ
ん
》
議
会
の
審
議
結
果
に
つ
い

て
「
一
目
で
わ
か
る
」
と
書
い
て
あ
る
の

に
、
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
「
財

産
取
得
の
議
案
」
と
言
わ
れ
て
も
、
何

の
こ
と
だ
か
…
。
議
会
で
は
ど
ん
な
こ

と
が
審
議
さ
れ
て
い
る
の
か
も
っ
と
わ

か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

議
員
に
期
待
す
る
こ
と

議
員
に
期
待
す
る
こ
と

《
議
員
》
そ
の
ほ
か
、
議
員
活
動
全
般
に

つ
い
て
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
感
じ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
意

見
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
細
谷
さ
ん
》
長
期
的
な
目
線
で
、
大
山

町
が
持
続
可
能
な
町
に
な
っ
て
い
く
よ

う
に
必
要
な
こ
と
を
議
論
し
て
欲
し
い

で
す
。

《
髙
塚
さ
ん
》
息
子
は
大
学
を
出
て
そ
の

ま
ま
就
職
し
て
、
故
郷
に
帰
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
町

の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の

か
を
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
議
員

に
は
、
広
報
紙
の
作
成
よ
り
も
、
町
民

の
声
を
ひ
と
つ
ず
つ
拾
っ
て
い
く
と
か
、

も
っ
と
議
員
本
来
の
仕
事
に
時
間
を

使
っ
て
欲
し
い
で
す
。

《
小
村
さ
ん
》
同
じ
よ
う
な
意
見
で
す
。

大
山
町
は
今
な
に
が
問
題
な
の
か
、
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
、
議
員
は
町
民
の
声
を
聴

き
な
が
ら
、考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

《
入
江
さ
ん
》
私
の
家
庭
も
、
上
の
子
が

11
才
で
、
あ
と
数
年
で
進
路
の
こ
と
を

考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が

町
外
に
で
た
ら
将
来
帰
っ
て
く
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
大
山
町
に
は
こ
ん
な

楽
し
い
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
と
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
機
会
が
も
っ
と
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
議
員
に
も
、
学
校
に

出
向
い
て
町
の
こ
と
を
話
す
な
ど
し
て

ほ
し
い
で
す
。

《
議
員
》
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
頂
い
た
意
見
を
大
切

に
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
議
論
を
し
て
い
き
ま
す
。
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あ
な
た
の
声
が
町
を
動
か
す

あ
な
た
の
声
が
町
を
動
か
す

議
員
と
語
る
会

議
員
と
語
る
会

　
今
年
度
は
2
年
ぶ
り

の
議
員
と
語
る
会
を
、

10
月
15
日
か
ら
11
月
14

日
ま
で
の
期
間
に
5
カ

所
の
集
落
に
出
向
い
て

行
い
ま
し
た
。

　
各
集
落
で
の
身
近
な

町
民
同
士
で
、
自
由
討

論
を
交
え
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。

よい
60％

とちらかと
言えばよい

36％

とちらかと言えば
悪い　　　　0％
悪い　　　　0％

普通
4％

アンケート調査
語る会の評価は？

参加者35人（前回24人）
中山地区 7 人 （前回 7 人）
名和地区 15 人 （前回 6 人） 
大山地区 13 人 （前回 11 人） 

行政に寄せられた要望と回答
要望 町長

デマンドバスの利用料金を安価にするなどの改善
はできないか。

ペットボトルキャップの回収方法がわかりにくいので
大山チャンネルで周知してほしい。

大雨で土砂災害がおこる水路の改修をしてほしい。

空き家対策として専門性の高い窓口や専門職員の
育成が必要ではないか。

高齢者のために各集落に検診車をまわせないか。
血液検査に癌数値も加えてほしい。

変更は考えていないが割引や回数券の制度はある。

キャップの回収は不燃ゴミで処理している。大山
チャンネルなどで周知する。

県・町・地元で協議する。地元負担は必要な場合
がある。

今後、有資格職員の配置などを検討する。

集落までは難しい、デマンドバスの乗車券を渡し
ている。血液検査は補完的な検査になるため、従
来の癌検診で対応する。

集落単位だ
と

参加しやす
くて

いいね

これからも

続けて欲し
い

です
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議会からのお知らせ

　大山町議会は、決算審査の際に常任委員会ごとに課題を調査し、議会独自
の事務事業評価を行っています。評価結果にもとづく改善点を、執行部に政
策提言しています。詳しくは議会ホームページをご確認ください。

政策提言をしました

QRコードでより議会が身近に

令和３年度提言の主な内容

大山チャンネル
　　　　　…視聴状況の調査や、町民の声を反映する番組作りを。
大山恵みの里公社への補助金
　　　　　…公益事業と収益事業のすみ分けを見直すこと。
ファミリーサポートセンター
　　　　　…利用料の低減を検討すべき。
成　人　式
　　　　　…成人としての自覚を促すよう、式典の構成を検討すべき。
大山町観光協会補助金
　　　　　…３支部と観光局の位置付けを確認し、組織改正を求める。
就農条件整備
　　　　　…農業後継者を育成する取り組みの強化をはかるべき。

　今号から議会だより一般質問のページにＱＲコードを貼り付けました。
　お持ちのスマホやタブレットから読み込むことで、各議員の質問内容を
YouTubeの動画でご視聴いただけるようになりました。
　誌面では掲載しきれない議会での議論をぜひインターネット上でご確認く
ださい。

お詫び
　議会だより66号にて「御来屋遊園地」の名称について記載間違いがありまし
た。関係者の皆様にご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。
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みんなのひろば 声声　
ぼ
く
は
、
多
世
代
ふ
れ
合
い

パ
ー
ク
が
あ
っ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
名

の
通
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代�

の
方
と
ふ
れ
合
う
場
所
の
こ
と

で
す
。

　
こ
こ
は
、
公
園
の
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
が
遊
具
で
遊
ん
だ

り
、
花
だ
ん
の
花
を
見
な
が
ら

お
年
寄
り
が
お
話
や
散
歩
を
し

た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
、
冬
な
ら
雪
の
像
づ
く

り
や
雪
合
戦
、
夏
な
ら
昆
虫
採

集
大
会
な
ど
を
行
う
と
、
地
域

の
人
た
ち
と
ふ
れ
合
い
が
持
て

る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
多
世
代
ふ
れ
合
い
パ
ー

ク
が
あ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

た
ち
と
協
力
し
た
り
、
初
め
て

の
人
と
で
も
楽
し
く
関
わ
っ
た

り
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で

す
。

　
私
は
、
大
山
町
に
「
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
」
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
、
と
思
い
ま
す
。
そ
の
理
由

は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
大
山
町
は
星

が
き
れ
い
に
見
え
る
か
ら
で

す
。
鳥
取
県
は
「
星
取
県
」
と

言
わ
れ
て
い
る
く
ら
い
、
き
れ

い
な
星
空
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
私
は
羽
田
井
に
住
ん
で

い
ま
す
。
山
の
方
な
の
で
夜
に

な
る
と
星
が
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
、
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る

の
が
見
え
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
実
際
に
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
ら
で
す
。「
さ
じ
ア
ス
ト

ロ
パ
ー
ク
」
に
行
っ
て
、
望
遠

鏡
で
実
際
に
あ
る
星
を
見
た
と

き
は
、
涙
が
あ
ふ
れ
出
る
く
ら

い
感
動
し
ま
し
た
。

　

き
れ
い
な
星
空
を
た
く
さ
ん

の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
私
は
、
大
山
町
に
「
マ
ン
ガ

カ
フ
ェ
」
が
あ
っ
た
ら
良
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
自

分
の
好
き
な
マ
ン
ガ
を
図
書
館

み
た
い
に
借
り
る
こ
と
が
で
き

た
ら
良
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。

　

マ
ン
ガ
カ
フ
ェ
を
作
る
と
、

三
つ
の
良
い
こ
と
が
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。
一
つ
目
は
、
カ

フ
ェ
に
人
が
集
ま
る
こ
と
で
憩

い
の
場
に
な
り
、
町
が
明
る
く

な
る
と
い
う
点
で
す
。
二
つ
目

は
、
要
ら
な
く
な
っ
た
マ
ン
ガ

を
集
め
て
再
利
用
に
つ
な
げ
ら

れ
る
と
い
う
点
で
す
。
三
つ
目

は
、
カ
フ
ェ
で
大
山
町
の
特
産

品
を
使
っ
た
飲
食
物
を
提
供
す

る
と
、
地
産
地
消
に
な
る
と
い

う
点
で
す
。

　

私
は
、
マ
ン
ガ
カ
フ
ェ
に

よ
っ
て
大
山
町
が
も
っ
と
楽
し

く
明
る
い
町
に
な
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。

　
私
が
大
山
町
に
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ

な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
体
育
館

で
す
。

　
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
体
育
館
は
あ
る

け
れ
ど
、
限
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

し
か
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
そ

し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
た

く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
に
影
響
さ

れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
力
の
あ
る
選
手

の
実
力
を
伸
ば
し
た
方
が
そ
の

人
の
将
来
の
幅
が
広
が
っ
て
い

く
と
思
う
か
ら
で
す
。
優
秀
な

選
手
で
も
練
習
が
で
き
な
け
れ

ば
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

　
こ
の
二
つ
の
理
由
か
ら
私
は

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
体
育
館
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

加
か

藤
とう

　結
ゆい

（大山小）

多
世
代

ふ
れ
合
い
パ
ー
ク

木
き

村
むら

 凪
なぎ

咲
さ

（中山小）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が

あ
っ
た
ら
い
い
な

三
み

原
はら

 紗
さ

和
わ

（大山西小）

マ
ン
ガ

カ
フ
ェ

海の見える大山のゲレンデ海の見える大山のゲレンデ
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発
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委
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小
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介

　
12
月
定
例
会
は
全
て
の
議
案

が
可
決
、
承
認
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
注

目
度
の
高
い
議
案
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
期
の
冬
は
日
本
海

側
を
中
心
に
雪
が
多
く
な
る
予

想
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ス
キ
ー
場
に
と
っ
て
は
恵
み

の
雪
と
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
ま
た
、
昨
今
は
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
流
行
も
県
内
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
ま
す
。
自
己
の
感
染

対
策
と
身
近
な
人
を
思
い
や
る

支
え
あ
い
が
大
切
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
、
社
会
の

在
り
方
も
変
化
を
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
新
常
識
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
対
応
し
た

柔
軟
性
あ
る
町
政
発
展
の
た

め
、
汗
を
流
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
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伯
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大
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328
☎

 0859-54-5213　
FAX

 0859-54-5214

議
会
だ
よ
り
の
ご
感
想
を

お
よ
せ
く
だ
さ
い！

小
こばやし

林 沙
さ

良
ら

（名和小）

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
体
育
館

～あったらいいな～


